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例年は希望に満ちた新年を祝う場でありますが、ご存知のように、昨年より世界中に新

型コロナウイルス感染症が拡大・蔓延し、日本でもパンデミックを招来する大事に至って

います。

新型コロナウイルス感染症により、社会組織や医療に対する安心が、実は極めて脆弱で

微妙な上に存在していたこと、テコンドー界も例外ではなかったことを私たちは思い知る

ことになりました。

しかし、この試練は私たちの社会の中でのあり方や生活態度などを、もう一度一から考

え直す良い機会でもあります。皆さんは感染の危険を察知して自らの行動を律することが

できるでしょうか。健康的な生活に留意して感染症に負けない体力を維持することが何よ

りも重要であることを認識しているでしょうか。どのような形であれテコンドー修練を継

続することが、コロナに負けない力を与えてくれるはずです。皆さんのたゆまぬ努力と自

制は必ず報われ、将来の糧となると信じています。

また各道場の師範や指導員の皆さんにおかれましては非常に困難な状況の中で、安全の

確保と指導の継続に専心努力を続けていただいており、本当に有難うございます。心より

感謝申し上げる次第です。

この困難な時期を協会、指導員、会員全ての情熱と英知を集め、一致団結して乗り越え

ていけると信じています。


